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平
成
二
十
年
五

月
三
十
日
、
安
芸

高
田
市
市
長
、
浜
田

一
義
様
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
ご

臨
席
を
賜
り
、
平
成
二
十
年
五
月
通
常
総

会
を
三
百
余
名
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催

す
る
事
が
で
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
十
九
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決

算
の
承
認
、
平
成
二
十
年
度
の
事
業
計
画

(

案)

、
収
支
予
算

(

案)

並
び
に
役
員
の

改
選
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
全
議
案
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
二
日
の
理
事
会
に
お
い
て
再
度
理

事
長
に
選
任
を
受
け
責
任
の
重
大
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

統
合
し
て
三
年
を
経
過
し
会
員
の
意
識

も
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
一
体
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
頂
く

様
に
な
り
、
互
助
会
等
に
依
る
地
域
間
で

の
交
流
や
職
群
班
で
の
話
し
合
い
等
、
事

業
運
営
に
貢
献
し
て
頂
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

一
方
、
財
務
は
年
々
補
助
金
が
減
額
さ

れ
、
平
成
十
八
年
度
、
十
九
年
度
の
二
年

間
で
一
千
二
百
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
非
常
に
逼
迫
し
た
財
政

運
営
と
な
り
、
や
む
な
く
職
員
数
十
六
名

体
制
か
ら
五
名
減
員
の
十
一
名
の
縮
小
体

制
に
な
り
、
四
出
張
所
に
つ
い
て
は
、
一

人
の
職
員
で
二
つ
の
出
張
所
を
掛
け
持
ち

と
い
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
、
会
員
の
皆
さ

ま
に
は
、
ご
不
便
を
か
け
る
組
織
体
制
に

な
り
ま
し
た
。

申
す
ま
で
も
な
く
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
法
に
基
づ
い
た
国
や
地
方

公
共
団
体
か
ら
の
補
助
金
で
成
り
立
っ
て

い
る
公
益
法
人
で
あ
り
、
営
利
を
目
的
と

し
て
い
な
い
為
、
組
織
を
運
営
し
て
い
く

に
は
、
特
に
市
行
政
の
支
援
な
く
し
て
は

存
続
し
え
ま
せ
ん
。

安
芸
高
田
市
は
、
中
山
間
地
特
有
の
過

疎
化
、
少
子
高
齢
化
の
地
域
で
あ
り
四
月

一
日
現
在
の
人
口
は
三
万
二
千
七
百
二
十

六
人
で
、
そ
の
内
六
十
歳
以
上
の
人
口
が

一
万
三
千
百
五
十
九
人
で
、
実
に
四
〇
・

二
％
と
い
う
超
高
齢
の
市
で
あ
り
ま
す
。

我
々
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
は
、

社
会
か
ら
支
え
ら
れ
る
高
齢
者
で
な
く
、

社
会
を
支
え
地
域
活
性
化
の
主
役
と
し
て

無
く
て
は
な
ら
な
い
担
い
手
と
し
て
期
待

さ
れ
る
会
員
で
あ
り
た
い
と
願
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
組
織
強
化
を
積
極
的
に
推

進
し
、
組
織
体
制
の
確
立
を
図
り
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
り

ま
す

｢

自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助｣

の

も
と

｢

安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る｣

を

念
頭
に
置
き
、
法
律
を
遵
守
し
た
適
正
な

就
業
と
、
正
し
い
見
積
で
お
客
様
と
適
正

な
請
負
契
約
を
結
び
、
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
高
齢
者
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
に
参
画
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
会
員
と
役
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
、
平
成
二
十
年
度
の

事
業
計
画
に
も
と
づ
き
事
業
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
意
義

を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、
市
行
政
並
び

に
関
係
者
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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五
月
通
常
総
会
が
五
月
三
十
日
市
民

文
化
ホ
ー
ル(

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ)

で
開
催
さ
れ
、
安
芸
高
田
市
市
長
浜
田

一
義
様
、
市
議
会
議
長
松
浦
利
貞
様
、

県
議
会
議
員
児
玉
浩
様
、
三
次
公
共
職

業
安
定
所
安
芸
高
田
出
張
所
長
中
野

英
美
様
を
迎
え
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。行

友
勉
理
事
の
司
会
に
よ
り
進
行
し
、

坪
井
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
安

芸
高
田
市
長
浜
田
一
義
様
を
始
め
四
名

の
方
々
か
ら
力
強
い
激
励
の
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
は
宮
田
浩
之
会
員

(

高
宮
町)

を
議
長
に
選
出
し
、
一
号
議
案
平
成
十

九
年
度
事
業
報
告
、
二
号
議
案
平
成
十

九
年
度
収
支
決
算
が
提
案
さ
れ
、
兼
近

浩
三
監
事
か
ら
監
査
報
告
の
後
提
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
第
三
号
議
案
平
成
二
十
年
度

事
業
計
画

(

案)

、
第
四
号
議
案
平
成

二
十
年
度
収
支
予
算

(

案)

、
第
五
号

議
案
役
員

(

理
事
・
監
事)

の
選

任
が
提
案
さ
れ
、
理
事
及
び
監
事

候
補
者
選
考
委
員
会
信
川
敏
夫
委

員
長
か
ら
候
補
者
選
考
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
提
案
ど

お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
総
会
終
了
後
会
員
互
助
会

総
会
が
行
な
わ
れ
、
春
日
信
次
会

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
議
長

に
重
光
清
会
員

(

甲
田
支
部)
を

選
出
し
、
平
成
十
九
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
報
告
、
会
計
監
査

報
告
の
後
、
提
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
、
引
き
続
い
て
平
成
二
十
年
度

事
業
計
画

(

案)

、
平
成
二
十
年

度
収
支
予
算

(

案)

が
提
案
、
可

決
後
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
提

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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平平
成成
二二
十十
年年
五五
月月
通通
常常
総総
会会
開開
催催

平成19年度事業実績報告���� ������ ���� ��������������
会員数 433人 (男性 322人 女性 111人) (平成20年３月31日現在) 就業延人員 31,918人
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��
Ⅰ
基
本
方
針

昨
今
の
経
済
状
況
は
、
団
塊
の
世
代

が
退
職
し
家
庭
に
入
る
な
ど
、
本
格
的

な
高
齢
社
会
を
迎
え
社
会
参
加
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
や
自
己
の
能
力
を
活
か
せ
る

場
を
求
め
る
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

な
か
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
雇
用
・

就
業
機
会
の
確
保
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
高
齢
期
に
お
け
る
就
業

意
欲
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
果
た
す
役
割
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
総
合
プ

ラ
ン
の
個
別
行
動
計
画
に
お
い
て
は
、

｢

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
を

二
〇
一
〇
年
度(

平
成
二
十
二
年
度)

ま
で
に
一
〇
〇
万
人
に
増
や
す｣

と
い

う
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
方
公
共
団
体
及
び(

社)

広
島
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
等
と
連

携
を
密
に
し
一
人
で
も
多
く
の
方
が
セ

ン
タ
ー
に
入
会
さ
れ
る
よ
う
、
就
業
の

場
を
通
じ
て
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
自

ら
の
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
の
充
実

が
求
め
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
励
み
た

い
と
考
え
ま
す
。

安
芸
高
田
市
に
お
い
て
は
、
平
成
二

十
年
四
月
一
日
現
在
、
つ
い
に
高
齢
化

率
が
四
〇
％(
前
年
対
比
一
・
一
％
増)

を
越
え
、
既
に
二
・
五
人
に
一
人
が
高

齢
者
と
い
う
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
、

急
速
な
少
子
高
齢
化
へ
と
進
ん
で
い
ま

す
。そ

の
た
め
、
健
康
で
働
く
意
欲
と
能

力
あ
る
高
齢
者
が
長
年
培
っ
て
き
た
豊

か
な
知
識
、
経
験
、
技
能
を
活
か
し
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
充
実
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
は
、
労
働
力
、
福
祉
政
策
、

健
康
状
態
の
維
持
・
向
上
、
介
護
予
防
、

地
域
の
活
力
維
持
及
び
活
性
化
に
効
果

的
で
あ
る
と
と
も
に
、
二
次
的
な
効
果

と
し
て
、
医
療
費
の
抑
制
、
ま
た
追
加

的
な
収
入
の
地
域
内
消
費
に
よ
る
安
芸

高
田
市
へ
の
経
済
効
果
が
非
常
に
高
く
、

地
域
に
お
け
る
働
く
高
齢
者
の
た
め
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
会
員

一
人
ひ
と
り
が
セ
ン
タ
ー
を
自
分
の
も

の
と
し
て
考
え
関
係
機
関
、
事
業
所
、

市
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
な
が
ら
会
員
や
役
職
員
が
一
体
と
な
っ

て
次
に
よ
り
事
業
計
画
を
実
施
し
ま
す
。

Ⅱ
事
業
実
施
計
画

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
役
員
会
、

各
部
会
、
各
委
員
等
を
中
心
に
各
種
会

議
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
基

づ
い
て
具
体
的
に
審
議
し
、
そ
の
計
画

や
実
施
を
行
い
ま
す
。
会
議
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

○
理
事
会
…
…
…
各
部
会
、
委
員
会
に

お
い
て
必
要
な
案
件
を
具
体
的
に
執

行
、
そ
の
他
総
会
の
議
決
を
要
し
な

い
業
務
等
の
執
行
に
関
す
る
事
項
の

協
議

○
総
務
部
会
…
…
補
助
金
の
確
保
、
組

織
体
制
、
地
域
班
の
活
性
化
、
行
政

機
関
及
び
関
係
団
体
と
の
連
携
等

○
事
業
部
会
…
…
職
群
班
の
編
成
・
活

性
化
、
講
習
会
の
開
催
、
見
積
・
請

負
等

○
福
祉
部
会
…
…
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
情
報
収
集
、
講
習
会
開

催
、
女
性
会
員
入
会
促
進

○
広
報
部
会
…
…
市
民
、
会
員
へ
セ
ン

タ
ー
情
報
の
提
供
、
各
種
普
及
啓
発

○
安
全
委
員
会
…
事
故
の
未
然
防
止
、

事
故
の
対
応
、
講
習
会
の
開
催

平成20年度収支予算書 自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日 (単位：千円)� 事業活動収支の部 � 投資活動収支の部

科 目 本年度
当初予算額

前年度
当初予算額

増 減 備 考
科 目 本年度

当初予算額
前年度
当初予算額

増 減 備 考
大 中 科 目 大 中 科 目
１. 事業活動収入 １. 投資活動収入

固定資産売却収入 2 2 0受 託 事 業 収 入 171,023 189,970 △18,947
敷金･保証金等戻り収入 1 1 0 自動車リサイクル料金に

伴う預託金相当額の収入独 自 事 業 収 入 2,695 2,755 △60
特定資産取崩収入 2 4,850 △4,848 減価償却引当預金及び運営

資金積立預金の取崩収入会 費 収 入 1,502 1,377 125
投資活動収入計 5 4,853 △4,848補 助 金 等 収 入 48,962 50,823 △1,861 国庫補助金 (Cランク)
２. 投資活動支出

負 担 金 収 入 50 100 △50
固定資産取得支出 832 1,502 △670

寄 付 金 収 入 1 1 0
敷金･保証金等支出 1 20 △19 自動車リサイクル料

特定資産運用収入 10 1 9 預貯金の利息収入 特定資産取得支出 2 3,000 △2,998 減価償却引当預金及び運
営資金積立預金へ

雑 収 入 60 51 9 投 資 活 動 支 出 計 835 4,522 △3,687
事業活動収入計 224,303 245,078 △20,775 投 資 活動収支差額 △830 331 △1,161
１. 事業活動支出 � 財務活動収支の部
受 託 事 業 支 出 155,930 173,200 △17,270 科 目 本年度

当初予算額
前年度
当初予算額

増 減 備 考
大 中 科 目独 自 事 業 支 出 2,670 2,670 0
１. 財務活動収入安全適正･就業推進費支出 3,604 3,514 90
借 入 金 収 入 1 1 0 短期借入金普及啓発費支出 1,751 1,822 △71
財務活動収入計 1 1 0就業開拓提供費支出 13,201 19,306 △6,105
２. 財務活動支出調査研究費支出 480 265 215
借入金返済支出 1 1 0 短期借入金返済金

福祉･家事援助費支出 4,575 4,251 324
財務活動支出計 1 1 0

２. 管理費支出 財務活動収支差額 0 0 0
人 件 費 支 出 31,214 34,039 △2,825 � 予備費 9,982 6,027 3,955
一般運営費支出 11,066 9,315 1,751 当 期 収 支 差 額 △11,000 △9,000 △2,000

事業活動支出計 224,491 248,382 △23,891 前 期 繰越収支差額 11,000 9,000 2,000
事 業 活動収支差額 △188 △3,304 3,116 次 期 繰越収支差額 0 0 0

平
成
20
年
度
事
業
計
画
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会員 総会 理事長 総務部会 地域班

互助会 監事 理事会 事業部会 職群班

事務局 福祉部会

常務理事兼事務局長 広報部会

三木 鐵也
安全・適正就業委員会

事務局次長

管理係長兼業務係長
管理部門 業務部門

森田慎太郎

会計・経理 業務主任

大賀 千晶 渡辺 正美

六地域業務入力､ 本所業務補助 安全・適正就
業パトロール
指導員､ 見積
指導員

庶務､ 会計・経理補佐
支所・出張所

甲田支所
(水曜休)

出張所
(水曜休)

木下 豊

甲田支所
業務

堀江 朱実
八千代出張所
業務

向原出張所
業務

美土里出張所
業務

高宮出張所
業務

六地域業務入力
業務補助

(受付・手配等)

六地域業務入力
業務補助

(受付・手配等)
甲田支所
業務補助 月・木開所 火・金開所 月・木開所 火・金開所

川口 恵子 竹広 万里子 吉野美知子 国信 ゆりこ 渡辺 美智子

福 祉 部 会 総 務 部 会

専

門

部

会

役職名 氏名 備考

役
員(

理
事
・
監
事)

役職名 氏名 役職名 氏名 理事長 坪井 克己 再 任
部 会 長 山岡 正子 部 会 長 行友 勉 副理事長 実方 政義 〃
副部会長 小積 譲 副部会長 山口 康文 副理事長 金川 末夫 〃
部 会 員 金川 末夫 部 会 員 三戸 秀世 常務理事 三木 鐵也 〃
部 会 員 新田 琢磨 部 会 員 坪井 克己 理 事 今村 義照 特別会員部 会 員 坪井 克己 部 会 員 三木 鐵也

理 事 廣政 克行 特別会員部 会 員 三木 鐵也
理 事 行友 勉 再 任
理 事 山口 康文 〃広 報 部 会 事 業 部 会
理 事 三戸 秀世 新 任役職名 氏名 役職名 氏名
理 事 中川 隆士 再 任部 会 長 三村 喬 部 会 長 中川 隆士

副部会長 児玉征之助 副部会長 渡邉 徹也 理 事 渡邉 徹也 〃
部 会 員 沖田 一夫 部 会 員 実方 政義 理 事 渡邊 幸雄 〃
部 会 員 浮田 郁省 部 会 員 渡邊 幸雄 理 事 山岡 正子 〃
部 会 員 坪井 克己 部 会 員 坪井 克己 理 事 小積 譲 新 任
部 会 員 三木 鐵也 部 会 員 三木 鐵也 理 事 新田 琢磨 〃

理 事 三村 喬 再 任役職名 氏 名 役職名 氏 名 役職名 氏 名 安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

理 事 児玉征之助 〃委員長 新田 琢磨 委 員 信川 敏夫 委 員 木下 豊
理 事 沖田 一夫 新 任副委員長 小原 修三 委 員 玉川 康男 委 員 吉野美知子
理 事 浮田 郁省 〃委 員 山口 康文 委 員 佐々木眞三 委 員 国信ゆりこ
監 事 渡邊 輝雄 再 任委 員 中川 隆士 委 員 宮田 浩之 委 員 渡辺美智子
監 事 兼近 浩三 〃委 員 沖田 一夫 委 員 佐々木 博

社社団団法法人人 安安芸芸高高田田市市シシルルババーー人人材材セセンンタターー 組組織織図図
平成20年４月１日現在

平成20年６月１日現在 (敬称略)



�����������六月九日
に
、

向
原
小
学
校
で
、

松
の
み
ど
り
摘
み

の
講
習
会
が
あ
り
、

参
加
人
数
五
十
五

名
で
、
熱
心
に
受

講
し
ま
し
た
。 ����������������������可愛地区会員三十名は、小

島
裕

之
地
区
委
員
の
招
集
に
よ
り
七
月
一
日

(

火)

八
時
か
ら
十
二
時
の
間
、
平
成

十
二
年
か
ら
続
け
て
い
る
可
愛
小
学
校

校
庭
樹
の
剪
定
、
清
掃
の
奉
仕
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
平
成
十
一
年
十
月
か

ら
始
ま
っ
た

｢

全
国
シ
ル
バ
ー
の
日｣

に
先
駆
け
て
サ
ツ
キ
類
の
多
い
母
校
の

剪
定
奉
仕
を
始
め
て
九
年
目
に
あ
た
り

ま
す
。

早
朝
八
時
前
に

登
校
す
る

｢

お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。｣

と
元
気
に
あ
い
さ

つ
す
る
児
童
を
出

迎
え
、
中
井
純
子

校
長
か
ら

｢

川
根

小
学
校
か
ら
転
勤

し
ま
し
た
。
よ
く
手
入
れ
さ
れ
た
緑
の

多
い
校
庭
樹
に
驚
い
て
い
ま
す
。｣

と

感
謝
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
沖
田
理
事

か
ら

｢

安
全
就
業｣

の
注
意
を
受
け
た

後
、
ケ
ヤ
キ
・
モ
ク
セ
イ
・
カ
シ
等
の

大
樹
は
毎
年
の
手
入
れ
に
慣
れ
た
会
員

が
行
な
い
、
低
木
の
サ
ツ
キ
類
と
分
か

れ
、
声
を
か
け
合
い
な
が
ら
十
二
時
に

無
事
作
業
を
終
了
。

剪
定
枝
は
二
ｔ
車
二
台
を
シ
ル
バ
ー

の
チ
ッ
プ
堆
肥
作
業
所
に
搬
入
し
、
今

年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
終
え
ま
し

た
。

��������作業の効率と、会員の安全を目的としたもので、おもに休耕田・グラウンド等の平坦な場所で、使用します。
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春
日

信
次

会
員
互
助
会
の
目

的
は
い
う
ま
で
も

な
く｢

自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助｣

の
精

神
に
基
づ
い
て
、
仲
間
と
の
親
睦
・
融

和
を
計
り
な
が
ら
、
働
く
場
を
確
保
し
、

社
会
参
加
す
る
事
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

第
二
の
人
生
、
長
年
培
っ
て
き
た
得
意

技
を
発
揮
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
一
方
で
希
望
格
差
社
会
の
到
来

と
言
わ
れ
、
高
齢
者
、
社
会
的
弱
者
が

生
命
・
生
存
の
危
機
に
身
を
さ
ら
す
究

極
の
リ
ス
ク
社
会
と
も
言
わ
れ
、
い
じ

め
や
無
差
別
殺
人
、
十
年
連
続
三
万
人

を
超
す
自
殺
者
等
々
、
暗
い
世
相
、
要

因
は
失
業
や
う
つ
病
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
達
シ
ニ
ア
世
代
は
今
こ
そ
知
恵

と
労
力
を
提
供
し

｢

安
心
・
安
全｣

の

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い

も
の
で
す
。
各
支
部
の
活
性
化
に
よ
っ

て
、
シ
ル
バ
ー
事
業
や
安
全
就
業
の
達

成
を
計
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

汗
を
流
し
、
自
ら

の
生
き
が
い
づ
く

り
と
し
、
心
身
と

も
に
健
全
な
生
き

様
を
次
世
代
に
伝

え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
会
員
の

協
力
に
感
謝
。

�� �� ��
講講師師

����������平成二十年六月二十七日
甲
田
町

の
ミ
ュ
ー
ズ
に
於
い
て
、
栗
原
安
全
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所
所
長
栗
原
博
文

先
生
を
講
師
に
シ
ル
バ
ー
会
員
約
八
十

名
の
出
席
を
得
て
事
故
・
災
害
を
防
ぐ

安
全
衛
生
規
則
等
の
研
修
を
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
三
年
間
に
重
篤
事
故

(

死
亡)

に
つ
な
が
る
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
予
測
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
職
群

班
・
グ
ル
ー
プ
等
で
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
実
行
し
、

就
業
・
仕
事
を
完
了
す

る
ま
で
気
を
緩
め
な
い

で
く
だ
さ
い
と
、
事
例

を
説
明
し
、
原
因
・
対

策
等
を
具
体
的
に
指
導

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
り
に
、｢

お
い
し
い
酒
を
楽
し
く

飲
み
ま
し
ょ
う｣

と
括
ら
れ
ま
し
た
。

����������七月二十四日の選考委員
会

(

委

員
長
澄
田

真
氏
・
中
国
新
聞
社
安
芸

高
田
支
局
長)

で
応
募
作
品
五
十
八
点

の
な
か
か
ら
次
の
六
点
が
優
秀
賞
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
に
心
の
ベ
ル
ト
ひ
き
し
め
て

大
瀬
音
三
郎

(

吉

田)

気
の
ゆ
る
み
危
険
が
あ
な
た
に
忍
び
寄
る

西
崎

等

(

吉

田)

安
全
は
み
ん
な
で
守
り
笑
顔
で
帰
宅

実
方

政
義

(

甲

田)

シ
ル
バ
ー
は
私
が
守
る
安
全
就
業

渡
辺

正
美

(

甲

田)

朝
一
番
皆
ん
な
で
声
か
け
安
全
作
業

中
川

隆
士

(

美
土
里)

ミ
ィ
テ
ィ
ン
グ
仕
事
の
前
の
下
準
備

玉
川

康
男

(

八
千
代)



��������吉
田
町

信
川

敏
夫

吉
田
町
地
域
四
カ
所
の
地
区
に
於
い
て

活
動
行
事
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年

退
会
さ
れ
る
会
員
さ
ん
が
増
え
て
吉
田
地

区
に
於
い
て
は
今
年
度
二
十
二
名
の
会
員

減
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
が
減
る
こ
と
は
会
員
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
事
が
第
一
の
原
因
と
思
い
ま

す
。
半
面
新
し
く
入
会
さ
れ
る
方
が
少
な

い
事
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
近
年
は
企
業
の

定
年
延
長
と
定
年
後
の
再
就
職
等
で
六
十

歳
過
ぎ
て
も
現
役
の
方
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
象
が
続
い
て
行
く

と
会
員
の
活
動
等
が
続
け
ら
れ
な
く
な
る

地
区
も
出
て
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
仕
事
の
依
頼
が
あ
っ
て
も
十

分
な
対
応
が
出
来
な
く
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

年
中
を
通
し
て
の
新
会
員
の
募
集
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
一
層
の
入
会
Ｐ
Ｒ

を
前
面
に
出
し
て
行
き
乍
ら
、
加
入
へ
対

し
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 �����

甲
田
町

山
中

義
紘

今
年
も
新
し
い
仲
間
が
加
わ
り
安
全
に

は
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
皆
ん
な
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
庭
木
の
状
況
、
お
客

様
の
要
望
、
ま
た
仕
上
が
り
の
時
間
等
を

剪
定
前
に
し
っ
か
り
打
合
せ
を
し
て
、
お

客
様
に
満
足
し
て
頂
け
る
よ
う
に
努
力
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
は
松
食
い
虫
の
情
報
、

チ
ャ
ド
ク
ガ
の
被
害
を
聞
き
一
月
の
石
灰

硫
黄
合
剤
、
五
月
の
ス
ミ
チ
オ
ン
散
布
を

集
中
展
開
し
ま
し
た
。
今
年
は
虫
が
少
な

い
、
葉
の
色
が
美
し
い
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
消
毒
も
剪
定
の
一
部
と
し
て
取

り
組
む
予
定
で
す
。
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�������
���

平成20年度 会員互助会収支予算

収入の部 支出の部

科目 本年度予算額 前年度予算額 科目 本年度予算額 前年度予算額

会費収入 500,000 550,000 会議費 50,000 50,000

補助金 500,000 550,000 需用費 40,000 50,000

寄付金 1,000 1,000 事業費 150,000 150,000

雑収入 300 100 弔慰費 30,000 30,000

繰越金 130,197 170,786 助成費 850,000 935,000

予備費 11,497 56,886

合計 1,131,497 1,271,886 合計 1,131,497 1,271,886

顧

問

顧

問

顧

問

監

事

監

事

幹

事

幹

事

幹

事

幹

事

幹

事

幹

事

庶
務
会
計

副
会
長

副
会
長

副
会
長

会

長

役
職
名

会
員
互
助
会
新
役
員(

敬
称
略
、
順
不
同)

三
木

鐵
也

行
友

勉

坪
井

克
己

佐
々
木

博

重
光

清

鈴
川

暢
章

池
本

勉

高
広

四
六

藤
槻

賢
三

西
川

俊
彦

谷
口
美
千
男

飯
森

義
明

山
本

勝

津
田

壽
司

宮
田

浩
之

春
田

信
次

氏

名

事
務
局
長

総
務
部
会
長

理
事
長

向

原

甲

田

向

原

高

宮

美
土
里

八
千
代

甲

田

吉

田

吉

田

八
千
代

美
土
里

高

宮

吉

田

地

域

本
部

向
原

支
部

高
宮

支
部

美
土
里

支
部

八
千
代

支
部

甲
田

支
部

吉
田

支
部

支
部
名

平
成
20
年
度
事
業
計
画

※
各
支
部
の
事
業
計
画
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

11
月
上
旬

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

７
月

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

10
月

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
月

親
睦
研
修
会

10
月

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

12
月

親
睦
研
修
会

10
月

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

12
月

研
修
会
、
親
睦
会

２
月

料
理
教
室

10
月

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

〃

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

12
月

会
員
研
修
会
、
親
睦
会

４
月

花
見

10
月

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
月

親
睦
研
修
会

６
月
14
日

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

雨
天
の
場
合
輪
投
げ
大
会

10
月
７
日

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
予
選
会

13
日

予
備
日

10
月
下
旬
〜
11
月
下
旬

研
修
会
、
親
睦
会

事
業
計
画



�������������������������������八
千
代
町

古
石

敏
男

八
千
代
町
地
域
会
員
は
現
在
四
十
二
名

い
ま
す
。
年
間
の
主
な
活
動
は
、
草
刈
り
、

植
木
の
剪
定
作
業
、
草
取
り
作
業
で
す
。

そ
の
中
で
も
草
刈
り
、
剪
定
作
業
は
機
械

等
を
使
用
し
て
作
業
す
る
の
で
、
講
習
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
貢

献
し
て
い
る
例
と
し
て
、
ゴ
ル
フ
場
作
業
、

土
師
ダ
ム
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

湖
畔
周
辺
の
整
備
で
、
桜
の
木
の
手
入
れ
、

草
刈
り
な
ど
の
作
業
が
あ
り
ま
す
。

地
元
な
ど
の
協
力
と
シ
ル
バ
ー
会
員
の

力
に
よ
り
、
四
月
に
は
県
内
一
の
桜
の
名

所
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

声
を
掛
け
合
っ
て
一
人
で
も
多
く
入
会

し
て
い
た
だ
い
て
会
員
と
仲
良
く
語
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

忘
年
会
な
ど
親
睦
会
も
あ
り
ま
す
。 �������������平

成
二
十
年
五
月
三
十
一
日
を
以
っ
て

美
土
里
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
よ
り
安
芸
高

田
市
美
土
里
支
所
一
階

(

安
芸
高
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
美
土
里
支
所
隣
り)

に
事

務
所
を
移
転
し
、
平
成
二
十
年
六
月
一
日

よ
り
業
務
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
地
域
の
皆
様
そ
し
て
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
と
御
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◎
な
お
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
変
わ
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ

五
九－

二
〇
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ

五
九－

二
〇
五
七

◎
事
務
所
開
所
日
は
月
曜
日
と
木
曜
日 ��������高

宮
町

児
玉
征
之
助

高
宮
地
区
の
職
群
班
活
動
に
つ
い
て
は
、

会
員
の
共
働
・
共
助
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
。
安
全
な
作
業
の
遂
行
を
促
進
し
、
仕

事
の
効
率
を
高
め
る
た
め
に
草
取
り
・
草

刈
り
・
剪
定
・
ゴ
ル
フ
場
の
作
業
・
湯
の

森
の
仕
事
・
祭
壇
の
準
備
と
撤
去
・
宿
日

直
業
務
な
ど
の
職
群
班
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
班
長
、
副
班
長
に
地
域
組
織

の
代
表
者
を
含
め
た
役
員
会
を
定
期
的
に

開
い
て
い
ま
す
。
去
る
六
月
二
十
七
日
に

開
い
た
役
員
会
で
は
、
作
業
は
職
群
班
で

地
域
毎
に
ま
と
め
、
大
き
な
仕
事
は
他
地

域
の
応
援
を
求
め
、
そ
れ
で
も
で
き
な
い

作
業
に
つ
い
て
は
、
事
務
所
を
通
じ
て
結

論
を
出
す
と
い
う
方
向
性
を
だ
し
ま
し
た
。 �����

向
原
町

佐
々
木

博

私
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会

し
て
約
七
年
ぐ
ら
い
と
思
う
。
入
会
は
知

人
に
勧
め
ら
れ
て
、
ま
あ
名
前
だ
け
で
も

が
本
意
で
あ
っ
た
が
、
年
月
が
経
つ
に
つ

れ
て
会
員
各
位
の
日
夜
を
問
わ
ず
勤
労
意

欲
に
誘
わ
れ
る
か
の
よ
う
に
、
ま
た
少
子

高
齢
化
の
進
行
、
国
を
始
め
地
方
自
治
体

の
行
財
政
改
革
と
併
せ
て
若
者
の
里
離
れ
、

農
業
離
れ
が
続
き
地
域
社
会
が
急
激
に
転

換
す
る
時
に
対
し
、
公
共
奉
仕
を
念
頭
に

活
動
を
展
開
し
て
い
る
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
つ
つ
、

地
域
社
会
で
必
需
の
存
在
と
常
に
考
え
る

今
日
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
楽
し
く
、
安
心
し
て

社
会
に
求
め
ら
れ
る
シ
ル
バ
ー
と
し
て
、

末
永
く
信
頼
と
絆
を
深
め
る
た
め
の
第
一

の
目
標
は
、
無
事
故
・
無
災
害
の
達
成
で

あ
り
、
安
全

作
業
は
家
族

の
願
い
で
す
。

後
続
入
会
者

に
た
め
ら
い

を
与
え
ず
、

自
ら
も
明
日

へ
の
希
望
が

叶
え
る
第
一

の
条
件
で
あ

る
と
思
う
。

(社)安芸高田市シルバー人材センター会報2008(平成20)年７月24日

( 7 )
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( 8 )

五
月
通
常
総
会
で
理
事
の
改
選
が
行

な
わ
れ
、
各
部
会
構
成
も
変
わ
り
新
し

い
広
報
部
会
と
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
と
共
同
編
集
に
よ
り
よ
う
や

く
六
号
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

会
員
向
け
の
会
報
で
す
。
会
員
さ
ん

の
各
地
で
の
就
業
状
況
、
研
修
風
景
、

会
員
互
助
会
の
レ
ク
等
、
季
節
の
出
来

事
や
、
風
物
詩
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。

広
報
部
会

��������
2200�袋袋220000円円 4400�袋袋335500円円
軽四ダンプ1台
・吉田町内 3,000円
・吉田町外 3,500円

��������
������ �������������������������������

���� 高
宮
町

沖
貞

邦
夫
様(

３
月
５
日)

吉
田
町

見
代

昭
良
様(

６
月
24
日)

高
宮
町

先
山

博
様(

７
月
19
日)

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
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